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交通マナーを学ぶ
市では、各小学校・保育園などで交
通安全教室を開催しています。
この教室では、自転車の正しい乗り
方や、横断歩道の安全な渡り方など
を実技やルールの説明をまじえ分か
りやすく学んでいます。
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（前月比）
（－24人）

（－ 3人）

（－21人）

（19戸）

総人口 30,174人

世帯数 10,126戸

男 14,764人
女 15,410人

（平成21年5月1日現在）

人
口
の
動
き



　第1次山県市総合計画前期基本計画の計画期間が平成21年度において終了することから、後期基本計
画（計画期間：平成22年度から平成26年度）を策定するにあたり、市民の皆さんのご意見を反映するため、
市民まちづくり意向調査を実施しました。
　調査方法は、山県市内に住所を有する18歳以上の人を対象に無作為抽出により1500人に調査票を郵送
にて配布、回収しました。
　ここで、その調査結果の一部を紹介します。（端数処理、無回答などにより、合計が100%にならない
場合があります）

山県市の住み良さをどのようにお感じですか。
市民の4人に3人は、山県市を住み良いまちと感じています。問

22.0%

19.0%

5.0%

1.3%

どちらかといえば住み良い

住み良い

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

52.7%52.7%

第1次山県市総合計画後期基本計画に関する

市民まちづくり意向調査結果

平成20年 9月16日～10月31日

　 700票　46.8%

男性　41.3%　　　女性　53.1%

調査期間

性　　別

回収数と回収率

企画財政課　☎22-6825
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まちづくりの現状についてどの程度満足していますか。（複数回答）
満足度の高い施策は自然環境や情報通信、ごみやし尿の収集・処理、上水道の整備状況や
水質などで、一方、満足度の低い施策は公園や広場、子どもの遊び場や地域経済対策、中
心市街地や商店街の整備状況、利便性などとなっています。

問

山県市をどのようなまちにしていきたいと思いますか。（複数回答）
健康で安心して暮らせるまち（医療や福祉が充実したまち）が5割強を占め最も多くなって
います。次いで、便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整ったまち）となっています。

問

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山県市の将来像

健康で安心して暮らせるまち
（医療や福祉が充実したまち）

豊かな自然と共生する美しいまち
（自然が豊かで、環境にやさしいまち）

郷土を愛し、市民相互のふれあいと
助け合いに満ちたまち

（あたたかでやすらかなまち）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち
（生涯学習のまち）

無回答

55.3%

17.8%

10.8%

55.3%

40.1%

38.7%

22.3%

17.8%

10.8%

7.6%

2.4%

1.0%

便利で快適に暮らせるまち
（生活環境が整ったまち）

商工業や農林漁業などの活力ある産業のまち
（経済的に豊かなまち）

多くの人が訪れる交流のまち
（にぎわいのあるまち）

その他

項　　　目 加重平均値
自然環境（緑の豊かさ、川や湖の水質、空気など） 1.0 
国道など広域的な幹線道路 0.2 
家まわりの生活道路 0.2 
バスなどの公共交通機関 −0.2 
情報・通信（有線テレビを含む） 0.6 
交通安全対策 0.3 
自然災害や火災などからの安全性 0.2 
ごみやし尿の収集・処理 0.5 
ごみの減量化やリサイクルへの取り組み 0.3 
上水道（簡易水道）の整備状況や水質 0.5 
下水道の整備などの排水処理対策 0.1 
悪臭や騒音、振動、水質汚染などの公害対策 0.0 
市営住宅や宅地の整備状況 0.0 
公園や広場、子どもの遊び場 −0.5 

項　　　　目 加重平均値
中心市街地や商店街の整備状況、利便性 −0.4 
保健（病気予防や健康づくり）・医療 0.1 
高齢者や障がい者の福祉、社会参加 0.1 
保育サービスや子育ての支援 0.1 
小中学校などの学校教育 0.1 
生涯学習・文化・スポーツなどの施設、事業 0.2 
国内外との交流や国際化への取り組み −0.0 
青少年の健全育成、非行防止 −0.1 
まちづくりを担う人材の確保・育成 −0.3 
コミュニティ（地域活動、集会施設など） 0.1 
市民同士のふれあい 0.2 
地域経済対策（産業振興、雇用対策など） −0.5 
防犯施設（防犯灯など）の整備状況 −0.3

施策の満足度（加重平均）

※「加重平均」とは、各項目の選択肢のうち、「満足」に＋2、「やや満足」
に＋1、「やや不満」に−1、「不満」に−2、「わからない」に0を乗じて、
回答者数（無回答を除く）で除した数値です。
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今後のまちづくりにおいて、特にどの分野に力を注ぐべきでしょうか。
（複数回答）
地震、火災、水害などの防災対策の充実と自然環境の保全が5割強を占めています。

高齢者福祉などで今後力を注ぐべきことは何でしょう。（複数回答）
「老人ホームのような入所施設の整備」と「寝たきり高齢者などへの在宅サービスの充実」が
上位を占め、市民は入所施設の充実や介護対策を高齢期の暮らしを支える柱と認識してい
ることがうかがえます。

問

問

0% 20% 40% 60% 80% 100%

老人ホームのような入所施設の整備

寝たきり高齢者などへの在宅サービスの充実

医療や保健対策（病気の予防や健康づくり）の充実

高齢者の働く場の拡大

高齢者向けの住宅や自宅の改修へ助成の拡大

ボランティア活動や地域での助け合いの推進

レクリエーションや
　学習・趣味活動など高齢者の余暇の充実

高齢者と子どもなど、世代間交流の促進

高齢者の利用に配慮した
　施設の改修・整備（バリアフリー）

老人クラブなど高齢者の自主的な活動の支援

その他

無回答

高齢者の福祉と生きがいづくりのために今後力を注ぐべきこと

43.9%

42.3%

38.7%

36.0%

30.0%

17.3%

17.1%

16.6%

16.6%

14.0%

38.7%

36.0%

30.0%

17.3%

17.1%

16.6%

16.6%

2.3%

14.0%

3.3%

地震、火災、水害などの防災対策の充実 50.4%

自然環境の保全 50.3%

生活道路の整備 37.4%

バスなど公共交通機関の充実 35.9%

交通安全・防犯対策の充実 30.6%

広域幹線道路の整備 25.1%

ごみの減量化やリサイクルの充実 22.3%

悪臭や騒音、振動、水質汚濁などの公害対策 21.3%

高齢者の福祉の充実 21.0%

医療体制の充実 18.1%

上水道（簡易水道）施設の整備、水質の向上 17.6%

情報・通信サービスの充実 16.0%

地域産業の振興、雇用の拡大 15.0%

ごみやし尿の収集・処理の充実 14.4%

家庭や事業所などからの排水処理の充実 14.1%

公園や広場、子どもの遊び場の整備 12.7%

日常の買い物の利便性向上 10.9%

保育サービスや子育て支援の充実 8.7%

まちづくりを担う人材の確保、育成 8.3%

保健（病気予防や各種検診、健康づくり）の充実 7.4%

学校教育の充実（施設や教育内容） 6.6%

生涯学習・文化・スポーツの振興 5.6%

青少年の健全育成、非行防止 5.4%

障がい者の福祉の充実 4.7%

市営住宅や宅地の整備、供給 2.6%

コミュニティの充実（地域活動、集会施設など） 2.4%

国内外との交流活動の推進 1.1%

その他 0.9%

無回答 0.7%
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少子化対策として今後力を注ぐべきことは何でしょう。（複数回答）
「子育てと仕事を両立できる職場環境の整備」が6割強に達していて、働きながら子育てと
いう意識が定着してきていることがうかがえます。

環境問題の取り組みの中で特に重要なことは何でしょう。（複数回答）
環境対策の重点では、「森林や緑地、農地などの緑の保全」が4割を占め、最も高くなって
います。本市の豊かな自然の象徴として、“緑”への関心が高いことがうかがえます。

問

問

子育てと仕事を両立できる職場環境の整備

小児医療や子どもの
　健康などの保健・医療の充実

保育時間の延長など、保育サービスの充実

子育て世帯への経済的な支援の充実

小学生などの学童保育の充実
　（放課後児童健全育成対策）

公園や遊び場の充実

地域での交通安全や防犯対策の強化

保育園や幼稚園の施設の整備

子育て世代が交流できる機会の充実

男性の子育てへの積極的な参加・協力

その他

無回答

61.2％

41.1％

29.4％

24.1％

23.5％

1.6％

5.7％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育などに関する相談・指導の充実

16.7％

15.7％

15.0％

14.0％

13.1％

10.8％

16.7％

15.7％

15.0％

14.0％

13.1％

10.8％

16.7％

15.7％

15.0％

14.0％

13.1％

10.8％

16.7％

15.7％

15.0％

14.0％

13.1％

10.8％

少子化対策として今後力を注ぐべきこと

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林や緑地、農地などの緑の保全

河川や池、水路などの水質の保全

資源ごみ（ビン、カン、
　ペットボトル、古紙など）の回収と再利用

過剰包装の自粛や
　生ごみ処理機の活用など、ごみの減量化

太陽や風など
　自然エネルギーの活用

節電などの
　省エネルギー対策の強化

マイカー利用の自粛や
　環境にやさしい商品の購入など

その他

無回答

環境問題への取り組みの中で特に重要なこと

40.9％

35.3％35.3％

30.2％

28.6％

25.7％

5.0％

2.1％

4.3％

17.8％17.8％
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市の行政運営（市役所）に対して、どのようなことを要望しますか。
（複数回答）
「職員の資質向上（職務能力の向上）」や「地域に開かれ、親しみのもてる市役所づくり」が上
位を占めています。

市政（まちづくり）や地域に関して、どのような情報がほしいですか。
（複数回答）
「市が提供する各種サービスの内容やそれを利用するための情報」が5割強を占めていま
す。“行政サービス”や“防災・救急など”、“市政運営”、“健康管理”などへの関心が高いこ
とがうかがえます。

問

問

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員の資質向上（職務能力の向上）

地域に開かれ、親しみのもてる市役所づくり

窓口業務の迅速化や事務手続きの簡素化

窓口業務や電話などの応対・行政サービスの向上
地域と行政の相互理解、連帯強化
　（広報・広聴活動の充実や情報公開など）

近隣都市との連携による効果的な共同事業の推進

その他

無回答

山県市の行政運営への要望

43.1%

34.4%

16.7%

34.4%

27.5%

20.7%

16.7%

5.0%

7.1%

25.4%

0% 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

市が提供する各種サービスの
　内容やそれを利用するための情報
防災や消防・救急、
　医療など非常時に備える情報

市の政策や事業、予算などに関する情報

健康づくりや病気予防、
　各種検診などに関する情報

ごみの減量化や省資源、
　リサイクル、環境保全に関する情報

公共施設やその利用方法に関する情報

生涯学習や文化、スポーツなどの
　各種講座・教室に関する情報

周辺市町村に関する情報

地域の自然や歴史、名所などに関する情報

その他

各種ボランティアに関する情報

議会の活動などに関する情報

市や地区の行事、イベント、
　住民活動などに関する情報

無回答

子育てや子どもの教育、
　健全育成に関する情報

54.6%

37.3%

17.6%

16.0%

15.4%

14.1%

13.4%

12.9%

10.6%

54.6%

37.3%

24.6%

24.3%

17.6%

16.0%

15.4%

14.1%

13.4%

12.9%

10.6%

6.9%

6.9%

1.3%

7.0%

市政や地域に関して欲しい情報
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平
成
二
十
一
年
第
一
回
臨
時
会
を
五
月

十
三
日
に
開
催
し
、議
長
に
後
藤
利

氏
・

副
議
長
に
影
山
春
男
氏
・
監
査
委
員
に
谷

村
松
男
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
委
員
会
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長　

敬
称
略
）

議
会
運
営
委
員
会

◎
久
保
田
　

○
藤
根
圓
六　

田
垣
隆
司

　

小
森
英
明　
　

村
瀬
伊
織

総
務
文
教
委
員
会

◎
小
森
英
明　

○
尾
関
律
子　

横
山
哲
夫

　

宮
田
軍
作　
　

武
藤
孝
成　

後
藤
利

産
業
建
設
委
員
会

◎
田
垣
隆
司　

○
石
神　

真　

谷
村
松
男

　

影
山
春
男　
　

寺
町
知
正

厚
生
委
員
会

◎
村
瀬
伊
織　

○
杉
山
正
樹　

上
野
欣
也

　

藤
根
圓
六　
　

久
保
田

東
海
環
状
自
動
車
道
及
び
幹
線
道
路
整
備

促
進
特
別
委
員
会

◎
横
山
哲
夫　

○
石
神　

真　

尾
関
律
子

　

宮
田
軍
作　
　

谷
村
松
男　

影
山
春
男

　

寺
町
知
正　
　

村
瀬
伊
織

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

◎
藤
根
圓
六　

○
杉
山
正
樹　

上
野
欣
也

　

田
垣
隆
司　
　

武
藤
孝
成　

小
森
英
明

　

久
保
田
　

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合
議
員（
選
挙
）

　

石
神　

真

　

こ
の
た
び
の
、
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
不
肖
私
が
、
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
り
ま
し
て

限
り
な
い
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す

が
、議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
不
偏
不
覚
、

公
平
無
私
を
旨
と
し
、
市
議
会
が
活
発
に
、

ま
た
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
6
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
厳
し
い

　

こ
の
た
び
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

員
各
位
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
副
議

長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
浅
学
非
才
な
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、皆
様
方
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、

市
政
発
展
の
た
め
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

全
力
で
働
い
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

財
政
事
情
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
、
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
東
海
環
状
自
動
車
道
を
は
じ
め
と

す
る
各
主
要
道
路
の
整
備
と
優
良
企
業
の
誘

致
な
ど
に
つ
い
て
は
、
山
県
市
の
今
後
の
懸

案
事
項
で
あ
り
、
執
行
機
関
に
対
し
て
は
、

是
々
非
々
で
の
ぞ
み
、
行
政
と
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
住
民
福
祉
の
向
上
や
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、
常
に
与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
何
卒
市

民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
現
在
地
方
を
取
り
ま

く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

山
県
市
に
お
い
て
は
、
美
山
中
学
校
及
び
ゴ

ミ
処
理
施
設
の
建
設
、
東
海
環
状
自
動
車
道

及
び（
仮
称
）山
県
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整

備
促
進
、
鳥
羽
川
改
修
の
促
進
等
々
、
大
規

模
事
業
が
山
積
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
と

一
体
と
な
っ
て
事
業
を
促
進
し
て
い
か
ね
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
議
員
、
行
政
、
市
民
の
皆
様
方

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　長

後 藤 利
副議長

影 山 春 男

第
一
回
臨
時
会

　平成11年6月23日施行の「男女共同参画社会基本法」に対する理解を深め
るため、6月23日から29日までの1週間を「男女共同参画週間」としています。
　この機会に、男女共同参画社会について考えてみませんか？

男女共同参画社会とは？
　男女が互いに人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、個性と
能力を十分に発揮することができる社会のことをいいます。
　山県市男女共同参画プランについては、市ホームページをご覧ください。

6月23日から29日は男女共同参画週間です
“共同参画　新たな社会の　パスワード”

総務課　☎22-6820
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歯
の
衛
生
週
間 

◆ 

6
月
4
日
〜
10
日

　

食
べ
物
の「
お
い
し
さ
」は
、
よ
く
噛
ん

で
味
わ
う
こ
と
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

食
べ
物
の
お
い
し
さ
を
感
じ
る
た
め
の

咀（
そ
）し
ゃ
く（
噛
む
こ
と
）は
、
と
て
も

重
要
で
お
い
し
い
と
感
じ
る
心
が
食
欲
を

生
み
、
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

噛
む
こ
と
は
生
き
る
う
え
で
と
て
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

咀（
そ
）し
ゃ
く
は
、
顎
や
口
の
開
閉
、

唾
液
の
分
泌
、
舌
に
よ
る
食
べ
物
の
混
和

な
ど
、
複
雑
な
運
動
の
組
み
合
わ
せ
で
行

わ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
歩
く
こ
と（
歩
行
）

や
呼
吸
と
同
じ
よ
う
に
と
く
に
意
識
し
な

く
て
も
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
意
識

的
に
早
め
た
り
、
遅
く
し
た
り
、
止
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

咀（
そ
）し
ゃ
く
、
歩
行
、
呼
吸
に
関
わ

る
神
経
回
路
は
、
脳
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た
生
き
る
た
め
の
重
要
な
運
動
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
文
明
の
進
歩
と
と
も

に
噛
む
回
数
が
少
な
く
な
り
、
現
代
人
の

咀（
そ
）し
ゃ
く
力
は
衰
え
る
一
方
で
す
。

　

近
年
、
咀（
そ
）し
ゃ
く
の
働
き
に
は
大

む
し
歯
に
し
な
い

　

む
し
歯
は
ひ
と
つ
の
要
因
で
は
発
症
し

ま
せ
ん
。「
む
し
歯
菌
の
量
」・「
糖
分
摂

取
の
量
」・「
歯
質
」こ
の
三
つ
の
要
因
に

「
時
間
」が
加
わ
る
と
、
次
第
に
む
し
歯
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

む
し
歯
の
予
防
に
は
、
こ
の
三
つ
の
要

因
が
重
な
っ
て
い
る
時
間
を
い
か
に
短
く

す
る
か
が
重
要
で
す
。

切
な
効
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

健
康
な
歯
で

し
っ
か
り
噛
み
ま
し
ょ
う

時間
経過する

糖分
「多く取る」
間食を減らして

シュガーコントロールを！

むし歯菌
「増える」
ブラッシングで

プラークコントロールを！

歯質
「弱い」
フッ化物の

応用シーラントで
歯質強化を！三要因の重複時間を

コントロール！

むし歯

糖分
「多く取る」

むし歯菌
「増える」

歯質
「弱い」

よ
く
噛
め
る
歯
に

す
る
た
め
に
…

比べてみれば…

食の 今 ・ 昔

「噛まない子は本当にだめになる」斎藤滋著より

卑弥呼の時代
（弥生時代） 江戸時代 現　　代

1回の食事時間 50分 20分 10分

噛む回数 3,990回 1,465回 620回

ひ み こ の は が い ～ ぜ

ひ
肥満予防
肥満中枢が刺激され、
ふとりすぎを予防。

は
歯の病気予防
唾液の分泌で歯の
汚れをきれいにする。

い～
胃腸快調
胃の働きがよくなり、
消化吸収がされやすい。

が
ガン予防
唾液の分泌で
発がん物質の
毒性を弱める。

ぜ
全力投球
心身が健康になり、
力いっぱいあそんだり
仕事したりできる。

こ
言葉の発音はっきり
口の機能が発達し、
はっきり発音できる。

の
脳の発達
血流量の増加で、
エネルギーの補給や
記憶物質の増加。

み
味覚の発達
噛んでわかる
食物の味。

こんなにある

「よく噛む」ことの
効用

日本学校歯科医会誌（第61号）より
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こんなこと思いあたりませんか？

これらの症状は歯周病の兆候です

子
ど
も
家
庭
課
　
☎
22
─

6
8
3
9

　

子
ど
も
の
発
育
成
長
に
と
っ
て
、
食
べ

る
こ
と
と
同
時
に
よ
く
噛
む
こ
と
は
大
切

な
行
為
で
す
。

　

と
く
に
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
べ
物
を

よ
く
咀（
そ
）し
ゃ
く
す
る
と
、
脳
の
発
育

を
活
性
化
し
、
口
や
顎
の
正
常
な
発
育
を

促
し
、
運
動
能
力
や
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス

を
向
上
さ
せ
ま
す
。
健
康
な
歯
で
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
年
を
と
っ
て
も
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

歯
は
何
歳
に
な
っ
て
も
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
。
歯
の
衛
生
週
間
を
き
っ
か
け

に
ご
自
身
の
歯
の
健
康
に
も
気
を
配
り
、

い
つ
ま
で
も
豊
か
な
食
生
活
を
し
て
、
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
に
し
な
い

　

プ
ラ
ー
ク（
歯
垢
）は
食
べ
物
の
中
の

糖
分
と
、
誰
の
口
の
中
に
も
あ
る
細
菌
に

よ
っ
て
で
き
、
そ
の
70
％
近
く
が
細
菌
で

す
。
歯
周
病
が
進
行
す
る
と
歯
と
歯
肉
の

間
に
隙
間（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）が
で
き
て
、

プ
ラ
ー
ク
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

細
菌
と
体
の
間
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
、

抵
抗
力
が
弱
ま
る
と
全
身
に
い
ろ
い
ろ
な

症
状
を
現
し
ま
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
し
、進
行
を
防
ぐ
に
は
、

プ
ラ
ー
ク
を
た
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

発
育
に
は
欠
か
せ
な
い

「
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
物
」

私
の
元
気
の
秘
訣

　

私
は
、
近
く
の
伊
自
良
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
歩
い
て
出
か
け
、
お
風

呂
に
入
っ
て
み
な
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

な
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
新
聞
や
週
刊
誌
、
小
説
を

読
む
こ
と
が
好
き
で
、
小
説
は
2
〜

3
日
に
1
冊
く
ら
い
山
県
市
図
書
館

で
借
り
て
読
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
週
金
曜
日
は「
い
こ

い
の
広
場
」に
欠
か
さ
ず
出
席
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
、
私
よ
り
若
い

人
ば
か
り
な
の
で
、
お
話
を
聞
く
の

が
楽
し
い
で
す
。

　
市
で
は
、
い
こ
い
の
広
場
な
ど
高
齢
者
の

介
護
予
防
事
業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

健
康
課 

☎
22
─
6
8
3
8
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
お
元
気
さ
ん

川
島
な
み
ゑ
さ
ん（
93
歳
）

い
つ
ま
で
も

元
気
で
、い
き
い
き
！

歯周病健康な状態

歯肉溝

歯周ポケット
歯肉上皮

歯肉結合組織

歯槽骨

歯根膜

セメント質

冷たい水を飲む
と、むし歯もない
のに、歯や歯ぐき
がしみて痛い。

口臭があり、親
しい人から口が
臭いと言われた
ことがある。

歯ぐきがむずが
ゆく、ぐらぐら
と動く感じがす
る。

鏡で見ると前よ
りも歯が長くな
ったように感じ
る。

歯と歯の間によ
く食べ物がはさ
まる。

朝起きたとき、
口の中が粘つい
たり妙な味がす
る。

歯ぐきが赤くは
れたり痛むこと
があり、押すと
血やウミが出る。

歯をみがくとき
やリンゴを食べ
たとき、歯ぐき
から出血するこ
とがある。
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毎
年
6
月
は｢
食
育
月
間｣

で
す
。
今
、

私
た
ち
の
食
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
マ
ス

コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
で
も
グ
ル
メ
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り

や
食
の
安
心
・
安
全
、
食
料
資
源
の
浪
費

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
自
分
や
家
族

の｢

食｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
朝
、
昼
、
夕
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ

て
い
ま
す
か
？

食
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り

　

幼
児
期
か
ら
中
学
生
の
世
代
で
は
、
高

い
摂
食
率
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、高
校
生
・

成
人
に
な
る
と
4
割
近
く
の
人
が
欠
食
状

態
で
す
。

　

岐
阜
県
食
育
基
本
計
画
は「
3
歳
児
・

小
学
生･

中
学
生
の
朝
食
欠
食
率
0
％
達

成
」
を
最
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。

　

朝
食
は
1
日
の
ス
タ
ー
ト
の
活
力
で

す
。
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

②
好
き
嫌
い
せ
ず
に
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

食
べ
物
が
持
つ
栄
養
は
み
ん
な
違
い
ま

す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
と
病
気
に
負

け
な
い
パ
ワ
ー
が
出
ま
す
。

※
最
近
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
が
、
子
ど
も

た
ち
に
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

③
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

し
っ
か
り
食
べ
な
い
と
骨
が
弱
く
な
り

ま
す
。

　

10
〜
20
歳
代
は
健
康
な
体
を
つ
く
る
重

要
な
年
代
で
す
。
こ
の
時
期
に
や
せ
る
た

め
に
極
端
な
食
事
制
限
で
栄
養
不
足
に
な

る
と
、
骨
密
度
の
低
下
、
女
性
で
は
無
月

経
な
ど
の
悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

④
食
べ
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
知
ら
な

い
ま
ま
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

消
費
期
限
や
賞
味
期
限
な
ど
の
記
載
内

容
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
地
元
の
旬
の
野
菜
な
ど
を
食
べ
て
い
ま

す
か
？

　

地
元
の
旬
の
野
菜
な
ど
は
、
ハ
ウ
ス
内

で
温
め
て
栽
培
し
た
り
、
長
距
離
を
運
ん

だ
り
せ
ず
に
育
て
て
い
る
の
で
、
地
球
に

や
さ
し
い
で
す
。

⑥
食
べ
残
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

食
べ
物
は
も
と
も
と
生
き
て
い
た
も

の
。
栽
培
し
た
人
や
料
理
し
て
く
れ
た
人

な
ど
、多
く
の
人
の
苦
労
を
忘
れ
な
い
で
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑦
郷
土
料
理
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

地
域
や
家
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
料
理
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

保
育
園
年
長
児
対
象
に
ク
ッ
キ
ン
グ
体

験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
ク
ッ
キ
ン
グ
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

　
〝
食
育
〞に
関
心
の
あ
る
人
、
子
ど
も
た

ち
と
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
細
は
、
子
ど
も
家
庭
課（
☎
22
│

6
8
3
9
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

毎
年
6
月
は
「
食
育
月
間
」

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

0

20

40

60

80

100
（％）

幼
児
期

学
童
期

中
学
生

高
校
生

成　

人

年代別朝食摂食状況

94 97 95

67 66

90

92

94

96

98

岐
阜
県

（
近
隣
市
町
）

岐
阜
圏
域

山
県
市

3歳児朝食摂食状況

96 96

94

（％）

今
年
度
の
新
規
の
取
り
組
み

皆
さ
ん
の
食
生
活
、

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

バランスの良い食事を！

3食キチンと！

朝

昼
夕

揚げ物だけ
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平
成
24
年
ぎ
ふ
清
流
国
体
に
向
け
て
、

山
県
市
に
お
い
て
も
準
備
期
間
と
し
て
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ち
ま
た
で
は
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
参
加
人
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
体
力
低
下
、
交
流
の

減
少
を
懸
念
す
る
声
も
聞
か
れ
る
今
日
こ

の
項
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
た
ち
体
育

指
導
委
員
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
に
は
体
力
向
上
を
、
成
人
の
方
に
は
体

力
作
り
を
、
高
齢
者
の
方
に
は
健
康
維
持

を
目
標
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

6
月
7
日	

山
県
市
ス
ポ
レ
ク
祭

6
月
14
日	

社
会
体
育
施
設
清
掃（
前
期
）

9
月
5
日	

山
県
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

	

大
会

9
月
13
日　

社
会
体
育
施
設
清
掃

	

（
後
期
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

12
月
6
日　

社
会
体
育
施
設
清
掃

	

（
後
期
・
体
育
館
）

12
月
13
日	

や
ま
が
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

	
ボ
ー
ル
大
会

3
月
21
日	
山
県
市
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

（
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
は
、
各
地
区
の

体
育
振
興
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

　
『
ミ
ニ
テ
ニ
ス
』サ
ー
ク
ル
は
、年
齢
・

性
別
な
ど
の
参
加
の
条
件
は
何
も
な

く
、
テ
ニ
ス
の
好
き
な
人
や
体
を
動
か

し
た
い
人
が
自
由
に
参
加
で
き
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
の
コ
ー
ト
・
ネ
ッ

ト
で
、
テ
ニ
ス
よ
り
短
め
の
ラ
ケ
ッ
ト

と
、
柔
ら
か
く
大
き
な
ボ
ー
ル
を
使
い

ま
す
。
ダ
ブ
ル
ス
制
で
、
サ
ー
ブ
を
相

手
コ
ー
ト
の
対
角
に
入
れ
て
ゲ
ー
ム
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
必
ず
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
し
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
ま
す
が
、
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
ド
ラ
イ
ブ
ボ
ー
ル
な
ど
ボ

ー
ル
に
変
化
を

つ
け
や
す
く
、

い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
は
体
育

指
導
委
員
も
加

わ
り
、
初
心
者

へ
の
ル
ー
ル
説
明
や
得
点
係
、
一
緒
に

チ
ー
ム
を
組
ん
で
楽
し
く
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。運
動
の
で
き
る
服
装
と
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
っ
て
、
友
達
・

家
族
連
れ
、
ま
た
は
一
人
で
も
気
軽
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

21
年
度
山
県
市

ス
ポ
ー
ツ
行
事
予
定

サ
ー
ク
ル
紹
介

毎
週
火
曜
日
　

午
後
8
時
〜
9
時
45
分

山
県
市
総
合
体
育
館

問
い
合
せ
先  

大
西  

☎
27
―
0
8
5
0

活
　
動
　
日

ミ
ニ
テ
ニ
ス

山県市
体育指導委員長

棚 橋  沖 夫

●
委
員
長
挨
拶

体
指

り
だよ
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　子どもたちに本と楽しくふれあってもらおうと出
版社が編成する全国訪問「おはなし隊」が5月6日、
市図書館を訪れました。この日は、キャラバンカー
に展示された約550冊の絵本などが自由に閲覧で
き、親子で気に入った本を手にとり見せあう姿など
が見られました。
　また、地元ボランティア団体と合同で絵本や紙芝居
の読み聞かせも行われました。紹介された絵本の中
には、市内の絵本作家：高畠純さんの「オレ・ダレ」もあ
り、参加した子どもたちは熱心に聴き入っていました。
　なお、図書館（☎36-3339）での読み聞かせ会は、
毎週土曜日14時にも開催されていますので、お気
軽にご参加ください。

　市観光協会の定期総会と設立5周年を祝うレセプ
ションが4月22日、伊自良中央公民館で開催されました。
　総会では会長に年楳弘之さんが選出され、「山県市
のすばらしさを市内外に向け積極的に宣伝していき
たい。美しい山、川、蛍などを守るため、環境保全
にも力を入れたい」と就任のあいさつがありました。
　また、平野市長より「今年度も観光資源や特産品
の開発・PRをしていただき、たくさんの人が山県
市に足を運んでくださるよう力をお貸しください」
と話がありました。その後、それぞれの会員が持ち
寄った料理を食べながら、今後の活動などについて
意見交換がなされました。

本とふれあおう

　安全安心な野菜づくりや収穫野菜を使った料理
研究を行っている「元気もり森たべよう」くらぶの
今年度初の活動が4月14日、上願地内の畑で行わ
れました。
　この日は、里いもやネギの定植などをテーマに植
え方や育て方の事例紹介が行われ、「里いもは子い
もだけでなく、親いもでも大きく育てられます。親
いもは保管がむずかしいですが、利用できると安価
でいいものができますのでぜひ挑戦してみてくださ
い」などと話がありました。
　このクラブでは随時参加者を募集していますの
で、興味のある人は、健康課内事務局☎22-6838ま
でお気軽にご連絡ください。

手づくり野菜で健康生活

5周年を記念して
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　柿野地域の伝統行事「柿野祭り」が4月12日に開催
され、たくさんの人で賑わいました。
　この祭りは、垣野・清瀬の両神社を出発したみこ
しが地元の人に担がれ御旅所で出合った後、神楽や
からくり人形舞などを奉納し祝う年一度の行事で
す。垣野神社には日本武尊（やまとたけるのみこと）、
清瀬神社には大碓命（おおうすのみこと）がそれぞれ
祭られています。
　当日披露・奉納されたからくり山車や獅子神楽は、
市の有形・無形の文化財に指定されており、数百年
前の歴史・文化を現代に至るまで伝えています。

　老人クラブ連合会総会と指導者研修会が5月7
日、美山中央公民館で開催され、約120人が参加
するなか事業報告や事業計画、決算・予算案など
について話し合われました。
　議事に先だち行われた表彰式では、単位クラブな
どで長年役職を務められた人へ連合会長から感謝状
が手渡されました。役員改選では、新会長に見澤昭
一さん（石田川長寿会）が選出されました。
　また当日は、健康をすすめる運動、友愛活動、社
会奉仕の日一斉奉仕活動を柱に、今年度も明るく活
力ある活動を行っていこうなどと呼びかけられてい
ました。

脈々と続く伝統

　栄養や食生活改善についての学習成果を用い、市
民の健康増進や体力増強に役立てるための活動を
行っている市食生活連絡協議会の定例総会が4月23
日、保健福祉ふれあいセンターで開催されました。
　会では活動事例の発表報告会があり、男子厨房ク
ラブが行った季節野菜を使った料理教室の様子や、
地元の食材を使った講習会の様子がスライドなどを
用いて紹介されました。
　同協議会では、今年度も子どもや親子、高齢者や
男性を対象とした料理講習、高校生への郷土料理教
室の開催を予定していますので、詳しくは健康課内
事務局☎22-6838までお問い合わせください。

食事を見直す活動を実施

3つの活動を柱に
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　日本の和太鼓と、韓国のチャンゴ、アフリカの
ジャンベ、その他の世界の民族楽器を用いて結成
された打楽器ユニット。文化の違いを超え、それ
ぞれが持つ特有のWAVE（波）を重ね合わせた、迫
力の音をお楽しみください。

【日　時】 6月13日（土）
 18：30開場　19：00開演
【場　所】 文化の里　花咲きホール
【入場料】 －全自由席－
 シングル：1,000円
 ペア　　：1,500円
※当日券は500円増となります。売り切れの際はご了承く
ださい。

※未就学児とお越しの人は親子室をご利用頂けます。
（数に限りがあります）

文化の里　花咲きホール
　☎ 0581-36-2323　　FAX 0581-36-2777
　hanasaki@city.gifu-yamagata.lg.jp
　休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

【公演日】 8月30日（日）
【対　象】 おおむね小学校高学年以上～大人
 家族・友達での応募もOK！性別・経験は不問
 ※稽古全日程と公演に要参加 ※参加無料・出演報酬なし
【募集人数】 10人※応募多数の場合は面談による選考会
 （6月27日（土）　13：00～）
【応募締切】 6月25日（木）
【申込方法】 「演劇出演希望」と氏名（ふりがな）・性別・年齢・住所・電話番号・

職業・中学生以下の人は保護者氏名を明記の上、電話・FAX・は
がきまたはE-mailで、花咲きホールへお申し込みください。

 申し込みをされた人は、6月27日（土）13：00に花咲きホールへ集合
してください。

【稽古日程】 ※時間は変更になる場合があります

8／15（土） 18：30～21：30 8／25（火） 18：30～21：30 8／28（金） 18：30～21：30
8／16（日） 18：30～21：30 8／26（水） 18：30～21：30 8／29（土） リハーサル
8／24（月） 18：30～21：30 8／27（木） 18：30～21：30 8／30（日） 本　番

（主催）山県市教育委員会　（助成）財団法人地域創造

“四
し

神
しん

  和太鼓＆ワールドパーカッションバンド”ライブ
『派生の時　～To be or to beat～』

● ● 劇団うりんこ「出現！ラクダ大サーカス団！」 出演者募集 ● ● 

文化の里イベントガイド 花咲きホール
古田紹欽記念館

チケッ
ト

好評発
売中チケッ
ト

好評発
売中

チケット取り扱い場所・時間
　花咲きホール、山県市役所会計課
　高富・美山中央公民館
　開館、開庁日の9：00～17：00
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紹欽さんの ─ 寡
か

　欲
よく

 ─

　孟子に「心を養うは寡欲より善きはなし」と説いています。欲望はなくても、ありすぎても困ります。「心
を養う」とは欲望を本能に任せず、自らの力で制することです。寡欲の「寡」は「少なし」の意味であり、
つまり「ほどほどの欲」ということです。
　寡の反対が「多」ですが、この間に「中」があると紹欽は主張しました。中は「中」間ではなく、「少なか
らず多からず」「ほどほど」をさします。
　寡と多は両極端であり、実際に寡欲が心を養うのに最も優れているといっても、寡欲を満足する人は
まずいません。利益になるものは少しでも多く欲しいのが人情です。しかし、偏った欲では常に不平不
満が募るものです。人間はこの「ほどほど」の欲望に生きることを心がけていたいものです。

※古田紹欽「生きる知恵日常の禅」参照

花咲きホール・古田紹欽記念館　ボランティアスタッフ募集
　花咲きホール公演の受付・会場・接待・企画運営、古田紹欽記念館の抹茶提供や市民茶会での呈茶・接客など、
イベントスタッフとしてご協力いただける人を募集します。市内外在住を問いません。
　詳細は下記までお問い合わせください。

▶問い合わせ先　花咲きホール　　☎36-2323　FAX36-2777
　　　　　　　　古田紹欽記念館　☎36-1023　FAX36-3321

◆日　時　7月11日(土)　【七夕茶会】13：00～14：00　【こけ玉作り】14：00～15：00
◆場　所　古田紹欽記念館　第二展示室
◆対　象　小中学生（市外可）　　　◆定　員　20人程度
◆内　容　子どもお茶教室生徒のお点前による抹茶体験とこけ玉作り
◆参加費　900円（抹茶体験・材料費）　※お茶会のみの参加費 300円
◆持ち物　ビニール手袋（軍手）　　◆服　装　汚れてもいい服
◆募集締切　6月30日(火)　※定員に達していない場合は随時受付
◆申込・問い合わせ先
　申込方法は、古田紹欽記念館へ電話(☎36-1023)でお問い合わせください。

七夕さらさら会 ～七夕茶会＆こけ玉作り～

　

山
県
市
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
、
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
、「
伊
自
良
中
学
校
で
乳
幼
児

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」や「
い
わ
桜
小
学
校

で
花
壇
の
手
入
れ
」が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
学
校
を
支
援
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
取
り
組
む
だ
け
で
な

く
、
自
ら
の
経
験
や
知
識
・
技
能
を
生
か
し
た
り
、

生
涯
学
習
の
発
表
の
場
や
自
己
実
現
、
生
き
が
い

づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

  

学
校
か
ら
要
請
が
あ
る
活
動
と
し
て
は
、
①
学

習
支
援
活
動
②
部
活
動
指
導
③
環
境
整
備
④
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
⑤
学
校
行
事
の
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

  

受
付
は
、随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
タ
ー
か
山
県
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付（
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ん
）

　

高
富
中
校
区　
　

西
村　

覺
良

　
　

山
県
市
教
育
セ
ン
タ
ー
内 

☎
23
―

0
1
8
7

　

伊
自
良
中
校
区　

島
戸　

忠
夫

   　

伊
自
良
中
央
公
民
館
内 

☎
36
―

3
3
5
5

　

美
山
中
校
区　
　

臼
井
栄
美
子

　
　

美
山
中
央
公
民
館 

☎
52
―

1
1
0
6   

　

山
県
市
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

邦
利 

☎
22
―

6
8
4
5

あ
な
た
の
知
識
や
技
能
を
生
か
す

学
校
コ
ラ
ボ
レ
イ
タ
ー
に

登
録
し
よ
う
！
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　市では、今年も生活習慣病予防および疾病の早期発見・早期治療を目的として、40歳〜74歳の山県市
国民健康保険に加入している人に特定健康診査、40歳未満の人には基本健康診査、75歳以上の人には後
期高齢者健康診査を実施します。
　主な生活習慣病は、糖尿病、高血圧、高脂血症（脂質異常）などで、進行すると動脈硬化を引き起こし、
やがては心臓病や脳卒中など重篤な疾病となる危険性があります。
　健康診査を受けることは、ご自身の生活習慣病の発症リスクや、総合的な健康状態を知るチャンスで
す。ご自身の健康に関心を持ち、積極的に利用して、健康管理にお役立てください。

［お問い合わせ先］保健福祉部健康課　☎22-6838※対象年齢は、平成22年3月31日現在の満年齢

健 診 名 特定健康診査 基本健康診査 後期高齢者健康診査

対 象 者

40歳から74歳までの国保加入者
※国保以外の健康保険にご加入
の人の受診方法については、加
入している各医療保険者（保険
証に記載）にお尋ねください。

19歳から39歳および生活保護受
給者（※1）の人で、1月に実施し
た健康診査申込書において「受診
希望」と回答された人。

75歳以上の人で、1月に実施し
た健康診査申込書において「受診
希望」と回答された人。

健 診 内 容

問診、身長、体重、BMI、腹囲、血圧、診察、検尿（蛋白（たんぱく）・
糖）、血液検査（中性脂肪・HDLコレステロール・LDLコレステロー
ル・AST・ALT・γ（ガンマ）-GT・血糖・ヘモグロビンA1c・血清
クレアチニン・血清尿酸）、貧血検査

問診、身長、体重、BMI、血圧、診
察、検尿（蛋白（たんぱく）・糖・潜
血）、血液検査（中性脂肪・HDLコ
レステロール・LDLコレステロー
ル・AST・ALT・γ（ガンマ）-GT・
血糖・血清クレアチニン・血清尿酸）

詳細検査（一定の基準のもとに医
師が判断して行う検査）心電図、
眼底検査

持 ち 物

1．受　診　票
2．山県市国民健康保険証
3．個人負担金
※腹囲を測定しますので、着脱しや
すい服装で受診してください。

1．受　診　票
2．個人負担金

個人負担金
1,000円 2,000円

※1は事前申請により免除
集団健診は420円　　
医療機関健診は500円

集団健診・医療機関健診とも健診会場でお支払いください。

受 診 方 法

①対象者には、今月中旬までに「受診票」を送付します。
②受診票に記載の問診項目をご記入ください。
③上記の持ち物をご持参の上、集団健診の会場若しくは指定の医療機関で受診してください。
※ただし、一部の医療機関では、予約が必要となりますので、ご注意ください。

健 診 前 の
注 意 事 項

①集団健診は、午後からの健診となりますので、朝食は軽めのもので、できる限り早めにすませ、朝
食後は水分補給（水、お茶程度）以外の飲食をしないでください。
②医療機関健診の午前の診療時間に受診される人は、前日の午後9時以降は水分補給（水、お茶程度）以
外の飲食をしないでください。
③医療機関健診の午後の診療時間に受診される人は、朝食後は水分補給（水、お茶程度）以外の飲食を
しないでください。
④健診の前日は、アルコールの摂取や激しい運動は控えてください。
⑤「受診票」の問診は、全て事前に記入してください。
※受診票に記載がない場合は、受付が最後になる場合がありますのでご注意ください。

内服治療中の人については、健
診前に薬を服用していただいて
も差し支えありません。

健 診 結 果

集団健診・医療機関健診とも受診された医療機関からお返しします。

※特定健診受診者で、メタボリックシンドロームの危険度が高く、生活習慣の見直し・改善の必要な
人には、特定保健指導を行います。該当者には「特定保健指導利用券」を送付しますので、必ず指導
を受けてください。

健康診査のご案内特　定 基　本 後期
高齢者

※腹囲を測定しますので、着脱しや
すい服装で受診してください。
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※対象地域は、健診会場の受診者数の均衡が保てるよう割り振った参考ですので、集団健診を受診される人は、各自のご都合によ
り最寄りの会場へお出掛けの上、受診してください。
※受付開始時刻は、大変混み合うことが予想されますので、ご承知おきください。	

受付時間は午後1時00分〜午後2時30分までです。

地　区 月　日 場　所 対象地域

美 山 地 域

  7月 1 日（水） 富波公民館 青波・富永全地域

  7月 2 日（木） 美山支所
北山全地域・田栗・古瀬屋・加羅・瀬古・
向井・瀬見・下登利・上登利・市場（谷合）・
北町（谷合）

  7月17日（金） 葛原公民館 葛原全地域

  7月30日（木） 構造改善センター 佐野・徳永・笹賀・日永西・日永東・九合・
平・辷石・三日月

  8月 3 日（月） 西武芸公民館 小原・井ノ森・上大門（岩佐）・下大門（岩
佐）・西植野・東植野

  8月 7 日（金） 西武芸公民館
市場（岩佐）・中島・樫瀬・杉下・出口・
中野・上之街道・上神野・下神野・岩佐
神野

  8月12日（水） 乾公民館 出戸・相戸・柿野本郷・柿野洞・船越

伊自良地域
  8月17日（月） 伊自良老人福祉センター 長滝・平井・掛・松尾・上願・大門（伊自良）

  8月18日（火） 伊自良老人福祉センター 洞田・小倉・大森・藤倉

高 富 地 域

  8月31日（月） 桜尾公民館 桜尾全地域

  9月 1 日（火） 大桑多目的センター 大桑全地域

  9月 8 日（火） 梅原公民館 梅原全地域

  9月10日（木） ふれあいセンター 森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・大北・石田町・
南屋敷・石畑

  9月25日（金） ふれあいセンター 山本・双葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・美里・
田倉・北町・栄町・仲町

10月 2 日（金） ふれあいセンター 本町1・本町2・本町3・共和町・佐賀・
見晴台・金池・扇町

10月 5 日（月） ふれあいセンター
東野台・尾右・中洞（東深瀬）・本郷（東深
瀬）・本郷南・向イ東・向イ・金屋洞・向塚・
笹倉・校北・中央通り・鴻ヶ池北・南・西

10月 7 日（水） ふれあいセンター
十王・中組（西深瀬）・尾ヶ洞・尾ヶ洞南・
伊東・伊西・宮本・栗洞・八京・持成・洞・
浦町・町・高木東・阿原

● 集 団 健 診 の 日 程 ●
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医療機関名 電話
健康診査受付日

受付時間 備考
月 火 水 木 金 土 日

あらいクリニック
（高富） 23-1188

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ × 8：30〜12：00

午後 ○ ○ ○ × ○ ○ × 16：30〜19：00

臼井内科医院
（富永） 52-2030

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜11：30

午後 ○ ○ ○ ○ ○ × × 17：00〜18：30

宇野クリニック
（伊佐美） 27-2100

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜11：30

午後 ○ ○ × ○ ○ × × 16：00〜18：30

遠渡内科
（東深瀬） 27-2888

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 8：30〜11：30

午後 ○ ○ ○ × ○ × × 16：30〜18：30

大前医院
（岐阜市太郎丸）

058-
229-3131

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜12：00

午後 ○ ○ ○ ○ ○ × × 17：00〜19：00

岡本医院
（佐賀） 22-3687

午前 ○ ○ × ○ ○ ○ × 9：00〜11：30

午後 × × × × × × ×

岐北厚生病院
（高富）

22-1811
（内823）

午前 × × ○ × ○ × × 9：30〜10：00 予約制
（受付13：00
〜17：00）午後 × × × × × × ×

鳥澤医院
（大森） 36-2311

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜12：00

午後 ○ ○ ○ ○ ○ × × 19：00〜21：00

鳥沢クリニック
（高木） 22-1088

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜12：00

午後 ○ ○ ○ × ○ × × 16：00〜19：00

永田医院
（岐阜市福富）

058-
229-2101

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：30〜12：00

午後 × × × × × × ×

なりみやクリニック
（高富） 22-1213

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ × 8：30〜11：30

午後 ○ ○ ○ × ○ ○ × 16：00〜18：30

にのみやクリニック
（高富） 22-1717

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜12：00

午後 ○ ○ × ○ ○ × × 16：00〜19：00

早川胃腸科外科
クリニック（岩佐） 52-1212

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9：00〜11：30

午後 ○ ○ ○ × ○ × × 17：00〜18：30

やまもと整形外科
（高富） 27-0170

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 8：45〜12：00

午後 ○ ○ ○ × ○ × × 16：00〜19：00
※○印は受診可能です。
※祝祭日は休診です。
※「予約制」の医療機関は、事前予約が必要ですので、直接医療機関に予約の上お出掛けください。

● 医療機関健診指定医療機関 ●
健診期間は、7月1日から10月31日までです
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　富士山麓のキャンプ場で、全国から集まる日本人青少年と外国人青少年が活動・生活を共に
し、国際感覚を身に付け、言葉を越えた交流を深めます。

▼期　間	 7月30日（木）～8月3日（月）	4泊5日	 ▼場　所　山梨県山中湖村営キャンプ場

▼定　員	 日本人110人、外国人40人	 ▼対　象　小学4年生～中学3年生

▼内　容	 富士登山、ワイドゲーム、レクリエーション、野外炊飯、アンダースタースリーピングなど

▼ 申込締切	 7月4日（土）	 ▼参加費　56,000円（名古屋駅発）

▼説明会	【日時】6月28日（日）　15時30分～16時30分
	 【会場】愛知県青年会館　☎052-221-6001
	 （愛知県名古屋市中区栄1-18-8）
	 ※説明会は、どなたでも参加できます。

▼資料請求・問い合わせ先
	 文部科学省所管　（財）国際青少年研修協会
	 ☎03-3359-8421　Eメール	info@kskk.or.jp
	 HPアドレス	http://www.kskk.or.jp
	 〒160-0004	東京都新宿区四谷2-11大村ビル3階

独立行政法人国立青少年教育振興機構　【子どもゆめ基金助成事業】

第30回青少年国際交流キャンプ参加者募集

▼
日　

時	

7
月
26
日（
日
）

	

10
時
30
分
～
13
時

▼
会　

場	

武
儀
川　

約
3
㎞

　
（
美
山
支
所
～
青
波
砂
防
ダ
ム
）

　

所
要
時
間
約
1
時
間

▼
募
集
数　

自
作
い
か
だ
30
艇

（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
で
の
参
加

は
、
賞
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

▼
参
加
費

　

乗
船
者
1
人
に
つ
き
1
，0
0
0
円

　
（
傷
害
保
険
料
と
昼
食
代
）

▼
参
加
資
格

◦
中
学
生
以
下
は
、保
護
者
の
同
乗

を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、小
学
４

年
生
以
下
は
、1
人
に
つ
き
保
護

者
が
1
人
同
乗
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

◦
出
場
者
の
送
迎
と
い
か
だ
の
運
搬

は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
者
に
は
、
後
日
日
程
や
服
装

な
ど
詳
細
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

◦
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
主
催
者

で
準
備
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

7
月
15
日（
水
）

	

　

午
後
5
時
必
着

▼
申
込
方
法　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

①
い
か
だ
の
名
称
②
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
③
乗
船
人
数

④
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
必
要
数
⑤
乗

船
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
5
0
1
―
2
2
5
9

　

山
県
市
岩
佐
1
1
7
7
番
地
1

　

美
山
中
央
公
民
館
内

　

Y
Ａ
Ｃ
Ｃ（
代
表　

長
屋
和
晃
）

	

☎
52
―
1
1
0
6
	

F
A
X	
51
―
1
0
1
2

美
山
い
か
だ
川
下
り
出
場
者
募
集
中
！

　

家
族
や
友
だ
ち
、
活
動
仲
間
の
み
ん
な
と
自
作
い
か
だ
で
川
下
り
に

出
場
し
ま
せ
ん
か
。

（
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
賞
・
ユ
ー
モ
ア
賞
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
な
ど
有
り
）
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山
県
市
自
治
会
連
合
会
役
員
紹
介

平
成
21
年
10
月
よ
り

住
民
税
の
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

　

4
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
山
県
市
自
治
会
連
合
会

会
議
に
お
い
て
、
各
地
区
連
合
会
長
14
人
に
よ
る
互

選
で
、
次
の
皆
さ
ん
が
役
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
高
富
地
区
の
丹
羽
英
之
さ
ん
、
副
会
長
に

富
岡
地
区
の
大
野
朝
義
さ
ん
と
北
武
芸
地
区
の
田
邉

和
男
さ
ん
、会
計
に
伊
自
良
南
地
区
の
髙
橋
稔
さ
ん
、

監
事
に
梅
原
地
区
の
土
井
忠
男
さ
ん
と
北
山
地
区
の

河
口
洋
司
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
市
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
地
域
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

各
地
区
の
自
治
会
連
合
会
長
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　

高　
　

富　
　
　

丹
羽　

英
之

　
　
　

富　
　

岡　
　
　

大
野　

朝
義

　
　
　

梅　
　

原　
　
　

土
井　

忠
男

　
　
　

桜　
　

尾　
　
　

武
藤
千
代
治

　
　
　

大　
　

桑　
　
　

木
田　

秀
樹

　
　
　

伊
自
良
北　
　
　

村
橋　

安
治

　
　
　

伊
自
良
南　
　
　

髙
橋　
　

稔

　
　
　

北　
　

山　
　
　

河
口　

洋
司

　
　
　

葛　
　

原　
　
　

田
中　

清
司

　
　
　

谷　
　

合　
　
　

吉
村　

由
二

　
　
　

北
武
芸　
　
　

田
邉　

和
男

　
　
　
　

乾　
　
　
　

藤
田　
　

旭

　
　
　

富　
　

永　
　
　

野
々
村
博
文

　
　
　

西
武
芸　
　
　

古
田　

豊
行

会　長
丹 羽 英 之

副会長
大 野 朝 義

副会長
田 邉 和 男

　

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
個
人

住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
は
、現
在
、

市
役
所
、
金
融
機
関
に
出
向
き
、
窓
口
で

個
人
住
民
税
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
個

人
住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

  

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、
年
齢
が
65

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、
個
人
住

民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
で
、
年
額

18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老

齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人（
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同
様
）

で
す
。

▼
対
象
と
な
る
税
額

  

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年
金
な

ど
を
含
む
全
て
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

所
得
額
に
応
じ
た
税
額
が
特
別
徴
収（
天

引
き
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
実
施
時
期

  

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と

な
り
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
制
度

  

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
で
は
、
受
給
者
が
支
払
う
べ
き

個
人
住
民
税
を
社
会
保
険
庁
な
ど
の「
年

金
保
険
者
」が
市
役
所
へ
直
接
納
め
、
受

給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を
差

し
引
い
た
差
額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
へ
出
向
い
た

り
、
現
金
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

  

こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
お
支
払

い
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
新
た
な
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、特
別
徴
収（
天
引
き
）の
開
始
は
、

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
21
年
度
の
税
額
の

半
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
6
月
お
よ

び
8
月
に
普
通
徴
収（
納
税
通
知
書
に
よ

り
支
払
う
方
法
）に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
お
よ
び
対
象
と
な
ら
な
い
人

の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
の
お
支
払
い
方
法
と
な
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
22
─
6
8
2
2
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1
．
物
件
の
所
在
地
お
よ
び
地
目
・
地
積

　

物
件
第
1
号

　

山
県
市
大
字
梅
原
字
上
洞
1
0
2
8
番
3

　

地
目
…
宅
地

　

地
積
…
1
7
8
・
34
㎡

2
．
予
定
価
格

　

物
件
第
1
号　

4
，1
3
8
，0
0
0
円

3
．
入
札
参
加
資
格

⑴
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
4

第
1
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

⑵
法
人
の
場
合
に
は
、
会
社
更
生
法
な
ど

の
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

4
．
入
札
参
加
申
込
の
方
法

　

受
付
期
間
内
に
、
入
札
参
加
申
込
書

と
参
加
資
格
を
証
明
す
る
も
の
を
総
務

課
へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

5
．
参
加
受
付
期
間

　

6
月
4
日（
木
）午
前
8
時
30
分
か
ら

6
月
18
日（
木
）午
後
5
時
15
分
ま
で
。

　

た
だ
し
、土
日
祝
休
日
は
除
き
ま
す
。

6
．
入
札
お
よ
び
開
札
の
方
法

⑴
入
札
参
加
申
込
書
な
ど
の
審
査
後
に
申

込
者
に
入
札
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

⑵
入
札
書
は
封
筒
に
封
入
し
て
、
そ
の
封

筒
に
入
札
参
加
者
名
を
記
入
、
割
印
の

上
、
直
接
次
の
入
札
場
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
は
不
可
と
し
ま
す
。

⑶
入
札
終
了
後
速
や
か
に
開
札
を
行
い
ま

す
。

7
．
入
札
日
時
お
よ
び
場
所

6
月
25
日（
木
）〜
6
月
26
日（
金
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で

山
県
市
役
所
庁
舎
2
階　

総
務
部
総
務

課
8
．
開
札
日
時
お
よ
び
場
所

6
月
29
日（
月
）　

午
前
11
時

山
県
市
役
所
庁
舎
3
階　

3
0
4
会
議
室

9
．
入
札
の
無
効

　

こ
の
公
示
に
示
し
た
入
札
に
参
加
す

る
資
格
の
な
い
人
お
よ
び
虚
偽
の
申

請
を
行
っ
た
人
の
入
札
は
、
無
効
と
し

ま
す
。

10
．
落
札
者
の
決
定

　

予
定
価
格
以
上
で
、
最
高
価
格
を

も
っ
て
応
札
し
た
者
を
落
札
者
と
し

ま
す
。

11
．
違
約
金

　

落
札
者
が
契
約
を
締
結
し
な
い
と
き

は
、
市
に
落
札
金
額
の
1
0
0
分
の
5

相
当
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
．
代
金
の
支
払
方
法

　

売
買
代
金
は
、
売
買
契
約
締
結
の
日

か
ら
50
日
以
内
に
全
額
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

13
．
所
有
権
移
転
お
よ
び
財
産
の
引
き
渡

し
な
ど

⑴
所
有
権
移
転
登
記
は
、
売
買
代
金
納
入

後
に
行
い
ま
す
。

⑵
所
有
権
移
転
登
記
の
完
了
の
時
に
所
有

権
が
移
転
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に

引
き
渡
し
を
行
い
ま
す
。

⑶
売
買
契
約
に
貼
付
す
る
収
入
印
紙
お
よ

び
所
有
権
移
転
登
記
に
必
要
な
費
用
や

登
録
免
許
税
な
ど
は
、
す
べ
て
買
受
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

総
務
課
　
☎
22
─
6
8
2
0

物件第1号

普
通
財
産
の
売
払
い
の
公
告
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お
　
知
　
ら
　
せ
　
広
　
場

Yam
agata Inform

ation

　

児
童
養
護
施
設
で
生
活
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
中
で
、
夏
季
な
ど
の
帰
省
時
、

帰
る
家
庭
の
な
い
子
ど
も
や
家
庭
の
事
情

で
帰
省
で
き
な
い
子
ど
も
に
、
温
か
い
家

庭
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
里
親
期
間　

8
月
1
日（
土
）〜
3
日

（
月
）の
3
日
間

▼
申
込
方
法　

子
ど
も
家
庭
課
へ「
三
日

里
親
申
込
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

6
月
5
日（
金
）〜
24
日

（
水
）

▼
里
親
決
定　

里
親
さ
ん
に
は
、
7
月
10

日（
金
）ま
で
に
、
岐
阜
中
央
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
か
ら「
子
ど
も
委
託
通
知

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
家
庭
課　

☎
22
│
6
8
3
9

　

中
央
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
0
5
8
│
2
7
3
│
1
1
1
1

※
三
日
里
親
申
込
書
は
、
子
ど
も
家
庭
課

に
あ
り
ま
す
。
山
県
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.yam

agata.gifu.
jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
男
性
の
み
な
さ
ん
、
自
分

や
家
族
の
健
康
の
た
め
に
食
事
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

初
心
者
の
人
大
歓
迎
で

す
。
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）が
、
基
礎
か
ら
お
教
え
し
ま
す
。

　

奥
さ
ん
・
家
族
か
ら
の
推
薦（
申
込
み
）

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
第
1
回
開
催
日
時（
年
3
回
コ
ー
ス
）

　

6
月
26
日（
金
）　

10
時
〜
13
時

※
2
回
目
以
降
は
、
9
月
・
1
月
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所　

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記

用
具
・
材
料
費
5
0
0
円

▼
定
員　

30
人

▼
申
込
期
限　

6
月
19
日（
金
）

▼
申
込
先　

健
康
課　

☎
22
│
6
8
3
8

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会

▼
日
時　

6
月
28
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

▼
会
場　

美
山
中
央
公
民
館

▼
発
表
者　

中
学
生
9
人
お
よ
び
小
学
生

3
人（
文
集「
山
び
こ
」優
秀
作
品
の
発
表
）

▼
発
表
内
容

A
．
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、

未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど

B
．
家
庭
、
学
校
生
活
、
社
会（
地
域

活
動
）お
よ
び
身
の
回
り
や
友
だ
ち

と
の
関
わ
り
な
ど

C
．
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

て
い
る
少
年
の
問
題
行
動
、
大
人
や

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
に
対

す
る
意
見
や
感
想
、
提
言
な
ど

▼
主
催　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
22
│
6
8
4
5

　

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
一

環
と
し
て
、
庁
舎
内
の
冷
房
温
度
を
28
度

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
ビ
ジ
ネ
ス
軽
装「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」を

取
り
入
れ
、
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
服
装
で
、
全
職
員
が
9
月
末
ま
で
実
施

し
ま
す
。

「
三
日
里
親
」を
募
集
し
ま
す
！

男
性
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

山
県
市
少
年
の
主
張
大
会

軽
装
で
の
執
務
に
ご
理
解
を
！

募
　
　
集

お
知
ら
せ

ク
ー
ル
ビ
ズ=

地
球
温
暖
化
を
防
止
の
た
め
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
。「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
」に

よ
る
軽
装
化
運
動
が
環
境
省
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
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お 知 ら せ 広 場
Yamagata Information

　

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
園

児
の
保
護
者
で
、
保
育
料
な
ど
の
経
済
的

負
担
が
大
き
い
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
世

帯
の
所
得
割
課
税
額
に
応
じ
て
、
年
間
保

育
料
な
ど
の
一
部
を
補
助（
世
帯
構
成
員

中
2
人
以
上
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
所

得
割
課
税
額
を
合
算
）し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
保
護
者

①
山
県
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
園
児
が

い
る
人

②
公
認
の
私
立
幼
稚
園（
市
内
外
問
わ

ず
）に
満
3
歳
〜
5
歳
児
を
通
園
さ

せ
て
い
る
人

③
入
園
料
・
保
育
料
を
納
入
し
て
い
る

人

▼
申
込
方
法　

通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
を

通
じ
て
6
月
中
旬
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

☎
22
│
6
8
4
4

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
該
当
者
に
は

届
出
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
6
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
20
年
分

所
得
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
6
月

分
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
提
出
締
切　

6
月
30
日（
火
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑　

②
健
康
保
険
証　

③
振
込
先

銀
行
・
農
協
の
通
帳　

④
平
成
21
年
度

（
20
年
分
）児
童
手
当
用
所
得
課
税
証
明

書（
平
成
21
年
1
月
2
日
以
降
山
県
市

へ
転
入
さ
れ
た
人
の
み
、
同
年
1
月
1

日
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村
発
行

の
も
の
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
家
庭
課　

☎
22
│
6
8
3
9

　

皆
様
の
ご
参
加
・
ご
見
学
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時　

8
月
30
日（
日
）

　

9
時
〜
11
時
30
分（
予
定
）

▼
主
会
場　

富
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
22
│
6
8
2
0

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

山
県
市
総
合
防
災
訓
練

【 安全は  意識と知識と  心掛け 】

『危険物安全週間』
6月7日～13日
平成21年度推進標語

　私たちの生活には、意識してみると多くの危険物が
点在しています。ガソリン・灯油などはもとより、エ
アゾール製品（缶スプレータイプ）や接着剤など危険物
を使用した製品もこれらの一部です。
　また、ガソリンなどを大量に貯蔵することは非常に
危険なことや、ポリ容器でのガソリンの運搬・貯蔵は
禁止されていることは、知っておいていただきたい知
識のひとつです。
　事故は、油断や不注意から発生します。自ら災害を
出さないことを心掛けましょう。

『危険物』とは…消防法で定められているもので、一般
的に次のような危険性を持った物品をいいます。 
1 ．火災発生・拡大の危険性が大きい　
2 ．消火の困難性が高い

火事・救急・救助は119
山県市消防本部 ☎22-0119

社会体育施設清掃美化活動
いつもきれいに！ 清潔に！

日　時　6月14日（日）
　　　　8時30分～10時
清掃場所　高中体育館・高富体育館・ジョイフル

体育館・葛原体育館・総合テニスコー
ト・梅原テニスコート・美山テニスコ
ート・総合グラウンド・高中グラウン
ド・梅原グラウンド・大桜グラウンド・
美山総合グラウンド・ジョイフルグラ
ウンド・谷合グラウンド・葛原グラウ
ンド

清掃内容 【屋外】草刈り・ごみ拾い・整地・トイ
レ清掃・側溝の清掃

 【屋内】床面の清掃・器具庫の清掃・ト
イレ清掃

持 ち 物 【屋外】軍手・草刈り機・じょれんなど
 【屋内】ぞうきん・ほうきなど
主　　催　市教育委員会　
協　　力　市体育協会・市スポーツ少年団・たか

とみスポーツクラブ・利用団体
問合せ先　生涯学習課　国体推進室
 ☎22-0370
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美
山
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
円
滑
な
利

用
の
た
め
、
音
響
・
照
明
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な

お
、
講
習
終
了
後
は
修
了
書
を
交
付
し
ま

す
。
修
了
者
は
、
美
山
中
央
公
民
館
の
音

響
・
照
明
機
材
の
操
作
や
他
団
体
の
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
美
山
中
央
公

民
館
を
利
用
し
て
い
る
人
を
優
先
と
し

ま
す
。

▼
日
時　

7
月
よ
り
全
8
回
講
習（
原
則

第
1
・
3
火
曜
日
に
実
施
）

　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

※
開
講
日
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
ご

連
絡
し
ま
す
。

▼
場
所　

美
山
中
央
公
民
館

▼
募
集
期
間　

6
月
2
日（
火
）〜
16
日（
火
）

	

15
時
ま
で

▼
申
込
方
法　

各
公
民
館
に
申
込
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

▼
定
員　

20
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

美
山
中
央
公
民
館	

☎
52
─
1
1
0
6

　

該
当
す
る
人
に
は
、
6
月
末
ま
で
に
ご

自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
該
当
者　

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
22
年
3
月

31
日
ま
で
に
77
歳
以
上
に
な
る
人（
介

護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
除
く
）

▼
交
付
枚
数　

1
人
1
，0
0
0
円
券
を

3
枚
交
付

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
課　

☎
22
─
6
8
3
8

　

浄
化
槽
を
解
体
す
る
に
は
、「
最
終
清

掃
」を
実
施
し
、
最
終
清
掃
が
終
わ
っ
た

ら
、「
浄
化
槽
廃
止
届
出
書
」を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
解
体
す
る
家
屋
に
残
さ
れ
て
い

る
家
財
な
ど
の
廃
棄
物
は
、
一
般
廃
棄
物

と
し
て
処
理
し
、
解
体
工
事
な
ど
に
よ
っ

て
発
生
す
る
廃
棄
物
は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
適
切
に
処
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

☎
22
─
6
8
2
8

「
い
き
い
き
高
齢
者
推
進
券
」

の
交
付

建
築
物
の
解
体
時
浄
化
槽
の
確
認
を

香
り
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

香
り
会
館
で
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
あ
る

風
景
画
展（
安
藤
恭
子
先
生
）を
開
催
し
ま

す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
に
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
四

国
山
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　

6
月
3
日（
水
）〜

　

7
月
2
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

香
り
会
館　

☎
22
─
5
4
0
0

　
（
四
国
山
香
り
の
森
公
園
内
）

※
隣
接
す
る
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ
ン

ド（
☎
27
─
3
9
4
4
）で
は
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
紅
茶
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
カ
ル
ピ
ス
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー（
季

節
限
定
）が
楽
し

め
ま
す
。
散
策
の

途
中
に
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

※
毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始
は
休
館
日

　
「
働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」で
あ
る

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
申
告
・
納
付
期

限
が
今
年
か
ら
7
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
は

お
早
め
に

美
山
中
央
公
民
館
事
業

ホ
ー
ル
音
響
・
照
明
操
作
講
習
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雇
用
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
な
ど
改
正

点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
直

前
は
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
と
労
働
基
準
監
督
署
で

は
、
6
月
1
日
か
ら
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
疑
問
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
0
5
8
│
2
4
5
│
8
1
1
5

　

農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
内

に
あ
る
農
用
地（
田
・
畑
・
樹
園
地
な
ど
）

は
、
造
成（
転
用
）し
て
農
業
以
外
の
用
途

に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
案

件
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
の

除
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
9
月
末

日
ま
で
に
申
請
書
を
産
業
振
興
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課　

☎
22
│
6
8
3
0

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
施
行
の
日（
平
成
21
年
6
月
4

日
）か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
一
定
の
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
さ
れ

た
場
合
、
新
築
か
ら
5
年
度
分（
中
高
層

耐
火
建
築
物
に
あ
っ
て
は
7
年
度
分
）の

固
定
資
産
税
額
か
ら
2
分
の
1
を
減
額
し

ま
す
。（
一
戸
あ
た
り
1
2
0
㎡
相
当
分

ま
で
に
限
る
）

▼
減
額
要
件　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定

基
準（
耐
久
性
、
可
変
性
、
維
持
管
理

の
容
易
性
な
ど
）に
基
づ
き
、
行
政
庁

の
認
定
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅

で
、
床
面
積
が
50
㎡
以
上
2
8
0
㎡
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▼
手
続　

認
定
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
認
定

通
知
書
）を
添
付
し
て
、
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
22
│
6
8
2
2

▼
6
月
15
日（
月
）〜
30
日（
火
）

農
振
農
用
地
除
外
申
請
書
の

提
出
は
9
月
末
日
ま
で
に

市
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

長
期
優
良
住
宅（
2
0
0
年
住
宅
）

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

の
創
設

　4月19日、岐阜メモリアルセンターにて第18回岐
阜県少林寺拳法少年錬成大会が行われ、市の少年団
員34人が出場し、次の児童・生徒が上位入賞を果
たされました。（敬称略）

優秀賞
▶小学4年生の部　杉山慎也・鷲見勇吾
▶高学年単演の部　村瀬里歩
▶高校生単演の部　山本拓磨
▶低学年団体の部　村瀬未歩・河口善光・若園光善・
　村瀬すぐり・野々村青矢・野村亮翔・山内大雅
▶中学・高校生団体の部　山本拓磨・野々村翼・
　赤石龍士郎・熊崎花詩・中島知美・若園善真・
　古川健斗・早矢仕健斗・元島仁

稽古成果を発揮

　『みんなで守ろう市民の健康』をスローガンに、元
気もり森ウォーキングを開催します。
　初めての人大歓迎です。今回は登山道を歩きます。
自然に親しみながらウォーキングを楽しみません
か。皆さんの参加をお待ちしています。

【みやまの森コース】
▶日　時　7月7日（火）　午前9時集合
 （雨天の場合8月4日（火）に延期）
▶集合場所　みやまの森北第2駐車場
▶距　離　約3㎞
▶申込み　開催日当日会場で受付
▶主　催　元気もり森くらぶ（自然探検）
▶その他　運動できる服装・飲み物（持参）
▶雨天の場合　当日午前7時50分ごろのNHK（テレ
ビ）の天気予報で、美濃地方の降水確率が午前で
50%以上の場合は、延期となります。
▶問い合わせ先
　元気もり森くらぶ（健康課内）
 ☎22-6838　　FAX 23-0129
※協力：「山県のよさを見つけましょう会」

元気もり森
ウォーキングのご案内
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学童行事参加者は、6月3日（水）午前9時より各施
設ごとに申込受付を開始します。（電話での受付も
できます）幼児サークルに参加したい人は、事前の
申し込みが必要です。
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設にお尋ねください。

高富児童館・
子どもげんきはうす

6月予定

高富児童館 （☎22-4750）

子どもげんきはうす（☎23-2323）

休館日：7日・14日・21日・28日

休館日：1日・8日・15日・21日・22日・29日

学童行事 市内の小学生ならだれでも参加できます。
一緒に遊びましょう！

学童行事
市内の小学生ならだれでも
参加できます。
一緒に遊びましょう！

幼児サークル

幼児サークル

卓球で遊ぼう
20日（土）10：00～11：30 10人

【持ち物】お茶・ハンカチ

パン教室
（高富中央公民館集合・解散）

6日（土） 13：15～15：30 15人

【持ち物】材料費400円・お茶・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル・
タッパー大

腹話術・ディアボロ
20日（土）10：00～11：30

【持ち物】お茶・ハンカチ

将棋クラブ
13日（土） 9：30～11：00

【持ち物】お茶・ハンカチ

手話クラブ（3回目・4回目）
13日（土）10：00～11：00 20人

27日（土）10：00～11：00 20人

【持ち物】お茶・ハンカチ

一輪車に挑戦しよう
（雨天決行）

13日（土）10：00～11：30 10人

【持ち物】ぼうし・お茶・ハンカチ

みんなでゲーム遊び
（カロム）

27日（土）10：00～11：30 10人

【持ち物】お茶・ハンカチ

パクパククッキング
（高富中央公民館集合・解散）

27日（土）10：00～13：00 15人

【持ち物】材料費400円・お茶・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル・
タッパー大

ピヨケロサークル1歳児
身近な事故防止

10日（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶ほか必要品

マミーサークル1歳児
親子遊び（ふれあいタイム）

10日（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶ほか必要品

ピヨケロサークル2歳児
身近な事故防止

24日（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶ほか必要品

マミーサークル2歳児
親子遊び（ふれあいタイム）

24日（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶ほか必要品

マミーサークル（1・2歳児合同）
楽しい遠足（畜産センター　現地集合・解散）
3日（水） 10：30～13：30

【集合場所】畜産センター　藤棚付近
【集合時間】10：30～13：30
【持ち物】お弁当、お茶、敷きもの、帽子、ベビーカー（必要な人）
※雨天の場合は中止とします。天候不順の時は、子どもげんきはうす
へお問い合わせください。

山県消防署の人に救急法などを教え
ていただきます。
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&
　子育てママの学びと交流を目的として、子育て教室などを開催します。

みんなで楽しく子育てしましょう。

&元気っ子　子育てママ・パパ集まれ

6月の子育て教室&サロン 6月の読み聞かせ教室

すくすく教室 対象0～1歳児と保護者

【場所】高富中央公民館　℡22-3351
5日（金） 10：00～ 病気の手当て　持ち物：こどもの急病ガイドブック
19日（金） 10：00～ 簡単なおもちゃ作り

のびっこ教室 対象2～3歳児と保護者

【場所】高富中央公民館　℡22-3351
12日（金） 10：00～ 子どもの歌あそび・父の日カード作り
26日（金） 10：00～ 救命救急法　持ち物：タオル

つくしんぼ教室 対象0～3歳児と保護者

【場所】美山中央公民館　℡52-1106
12日（金） 10：00～ メイクアップに挑戦　要 実費500円
26日（金） 10：00～ ヨガに挑戦　持ち物：バスタオル、飲み物

小鳩会 対象0～3歳児と保護者

【場所】伊自良中央公民館　℡36-3355

12日（金） 10：00～ 父の日プレゼント作り・育児アドバイス
持ち物：のり、はさみ、カラーペン

【場所】伊自良老人福祉センター　℡36-2211

26日（金） 10：00～ いこいの広場交流・七夕飾り作り
持ち物：のり、はさみ、カラーペン

【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
会　場　みやまジョイフル倶楽部
 ☎55-2608
日　時　6月6日（土） 10：00～
 6月19日（金） 10：00～

【お話しピーチク読み聞かせ】
会　場　市図書館　☎36-3339
日　時　6月6日（土） 14：00～
 6月13日（土） 14：00～

6月20日・27日は図書館のシステ
ム更新と蔵書点検のため中止です

　参加者のお子様の対象年齢にあわせて本
の読み聞かせをします。小さい子はママと
一緒に来てね！

6月の家庭教育講座
　テーマをもとに子育てについて考えてみ
ましょう。※託児あります

対　象　子育てにかかわる人どなたでも
日　時　6月17日（水）　10：00～12：00
会　場　桜尾公民館
テーマ　「子どものサインをキャッチする
 （不登校・いじめ）」
問い合わせ先　山県家庭教育研究所
 　　　☎22-4569（代表：野沢）

問い合わせ先　子ども家庭課　☎22-6839

　

家
庭
・
子
育
て
・
夫
婦
関
係
・
仕
事
・
D
V
・

セ
ク
ハ
ラ
・
人
間
関
係
な
ど
、
生
き
方
に
関
す

る
悩
み
を
電
話
で
お
聴
き
し
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
面
接
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

▼
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
8
│
2
7
8
│
0
8
5
8

　

電
話
相
談

▼
相
談
日　

日
曜
日
〜
木
曜
日（
祝
日
・
年
末

年
始
は
お
休
み
）　

▼
時
間　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　

面
接
相
談（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
）

▼
場
所　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　
（
岐
阜
市
藪
田
南
5
│
14
│
53

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
2
棟
3
階
）

▼
相
談
内
容

● 

こ
こ
ろ
の
相
談　

女
性
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー　

第
2
水
曜
日
、
女
性
臨
床
心
理
士

第
3
火
曜
日

● 

し
ご
と
の
相
談　

女
性
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

第
2
火
曜
日

● 

法
律
相
談　

女
性
弁
護
士　

第
4
火
曜
日

一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

「
相
談
窓
口
」
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　   くらしの
カレンダー
6月

弁護士相談　　　　　　　　　　　生活環境課　☎22ー6828
11日㈭ 13：00〜14：30 市役所（3階304会議室）
25日㈭ 18：00〜19：30 市役所（1階相談室）

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます

行政相談　　　　　　　　　　　生活環境課　☎22ー6828

1日㈪ 13：00〜15：00
ふれあいセンター
伊自良支所　2階東会議室
美山支所　1階相談室

人権擁護相談　　　　　　　　　　　生活環境課　☎22ー6828

1日㈪ 13：00〜15：00
ふれあいセンター
伊自良支所　2階会議室
美山支所　住民相談室

障がい者就労体験　　　　　　社会福祉課　☎22ー6837
10日㈬ 13：00〜16：00 ふれあいセンター

休日診療（診療時間　9：00〜13：00、16：00〜19：00）
  7日㈰ 石田内科　岐阜市福富出口 ☎058-229-5530
14日㈰ 遠渡内科　山県市東深瀬 ☎0581-27-2888
21日㈰ 臼井内科医院　山県市富永 ☎0581-52-2030
28日㈰ 岡本医院　山県市佐賀 ☎0581-22-3687

あそびの教室（要予約）　　　子ども家庭課　☎22ー6839
  8日㈪

10：00〜11：30 ふれあいセンター
22日㈪

乳幼児健診　　　　　　　　子ども家庭課　☎22ー6839
3・4か月児健診
24日㈬ 受付13：00〜13：15 ふれあいセンター
10・11か月児健診
17日㈬ 受付13：00〜13：45 ふれあいセンター
1歳6か月児健診
10日㈬ 受付13：00〜13：45 ふれあいセンター

乳幼児相談　　　　　　　　子ども家庭課　☎22ー6839
  2日㈫ 受付10：00〜11：00 ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）　　　子ども家庭課  ☎22ー6839
18日㈭ 13：30〜16：30 ふれあいセンター

心の相談（要予約）　　　　　　社会福祉課　☎22ー6837
25日㈭ 受付13：30〜15：00 ふれあいセンター

乳・子宮頚がん検診【集団検診】　健康課　☎22ー6838
  4日㈭

受付13：00〜14：00
西武芸公民館

12日㈮ （伊）老人福祉センター
22日㈪ 桜尾公民館

予防接種　　　　　　　　　子ども家庭課　☎22ー6839
BCG
30日㈫ 受付13：15〜14：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）　子ども家庭課　☎22ー6839
9日㈫ 受付13：00〜14：00 ふれあいセンター

7月7日
までの
予　定

7月5日㈰：休日診療 早川胃腸科外科クリニック
 山県市岩佐　☎0581ー52ー1212
7月7日㈫：乳幼児相談　受付10：00〜11：00　構造改善センター

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあ
いセンター、「（伊）老人福祉センター」
は伊自良老人福祉センター、「構造改
善センター」は美山構造改善センター

 7 日㈰　山県市スポレク祭

14日㈰　山県市近郊バレーボール交流大会

14日㈰　山県市社会体育清掃（前期）

20日㈯　全国ヤングクラブバレーボール優勝大会県予選

21日㈰　9人制全日本クラブカップ岐阜県予選会

28日㈰　ふれあいソフトバレーボール大会
総合体育館　☎22ー6622

【夜間休館日：21日㈰】

総合体育館　6月スポーツイベント

30広報やまがた  2009 . 6





▼
朝
目
が
さ
め
て
窓
か
ら
差
し
込
む
陽
の
光
を

見
つ
め
ま
す
。「
今
日
も
い
い
天
気
だ
な
ぁ
」と

喜
ぶ
反
面
、
日
中
の
温
度
が
気
に
な
っ
て
少
し

心
配
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
▼
6
月
か
ら
衣
替

え
と
な
り
、
幾
分
で
も
涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

装
い
と
な
り
ま
す
。
近
頃
は
CO2

の
削
減
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
か
ら
、
な
る
べ
く
冷
房
に
頼

ら
ず
生
活
を
送
ろ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
球
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
自
身
の
健
康
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
し
、
工
夫
し
な
が
ら
涼
を
と
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
上
手
に
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。（
江
）

▼
皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
ど
う
で
し

た
か
？ 

僕
は
遠
出
な
ど
す
る
こ
と
も
な
く
、
休

み
の
大
半
を
夜
飲
み
に
出
掛
け
、
次
の
日
の
昼

に
起
き
と
い
う
実
に
の
ん
び
り
と
し
た
生
活
を

繰
り
返
し
、
気
付
け
ば
体
重
ア
ッ
プ
と
い
う
悲

し
い
現
実
が
残
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で

し
た
。▼
も
う
す
ぐ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
以
上
体
重
を
増
や
さ
な
い
、
願
わ
く
ば
や

せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
自
転
車
を
購
入
し

ま
し
た
。
近
場
は
自
転
車
で
行
動
す
る
よ
う
に

し
、
体
重
増
化
防
止
そ
し
て
地
球
温
暖
化
防
止

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
今
月
の
一
句

　
自
転
車
の
　
燃
料
そ
れ
は
　
マ
イ
脂
肪（
橋
）

編
集
後
記

この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

この広報紙は再生紙を
使用しています。
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現
在
、
定
額
給

付
金
お
よ
び
子
育

て
応
援
特
別
手
当

の
申
請
を
受
付
中

で
す
。
5
月
26
日

ま
で
に
約
9
割
の

方
が
申
請
・
受
給
を
済
ま
さ
れ
ま
し

た
。
申
請
期
限
は
平
成
21
年
9
月
24

日（
消
印
有
効
）で
す
。
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
人
は
、
定
額
給
付
金
対
策
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
、

A
T
M（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
不
審
者
が
訪
れ
た
り
、
不
安
な
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

定
額
給
付
金
対
策
室

　

市
役
所
総
務
課
内
☎
22
―
0
0
9
2

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」な
ど
に
、

ご
注
意
を
！

　山県市情報公開条例第34条の規定による平成20年度の情報公開の実施状況、山県市個人情報保護条例
第29条の規定による平成20年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

1−①　情報公開の開示請求・公開の状況 2−①　個人情報取扱事務の届出の状況

実施機関 開示請求
件数

処　理　状　況
全部開示 部分開示 不開示

市　
　
　

長

総　務　部 5 5
市民環境部
保健福祉部
産業建設部 4 1 3
消 防 本 部
会　計　課
伊自良支所
美 山 支 所
西武芸出張所

教 育 委 員 会
選挙管理委員会 3 2 1
公 平 委 員 会
監 査 委 員
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会
議 　 　 会
　 合　　 計　 12 3 　9

実施機関 H19まで
a

H20 実数計
a+b-c新規b 廃止c 変更

市　
　
　

長

総　務　部 30 30
市民環境部 13 13
保健福祉部 60 7 67
産業建設部 22 22
消 防 本 部 22 22
会　計　課 1 1
伊自良支所
美 山 支 所
西武芸出張所

教 育 委 員 会 281 4 285
選挙管理委員会
公 平 委 員 会
監 査 委 員
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会
議 　 　 会 3 3
　 合　　 計　 432 11 443

定
額
給
付
金
な
ど
の

申
請
受
付
中

9
月
24
日
が
期
限

※1件の請求が実施機関の複数の課等にまたがるものについては、
処理件数をそれぞれ1件として計上

1−②　非開示理由　　　　該当無し
1−③　不服申立ての状況　該当無し

※組織再編に伴う廃止課の届出件数は、新しい所管へ移管した件数
※廃止届出分を控除した件数
2−②　開示請求の状況　　　　該当無し
2−③　訂正・削除の請求状況　該当無し
2−④　不服申立ての状況　　　該当無し

情報公開の実施状況及び個人情報保護制度の運用状況


